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アオゲラがあちこちで鳴いていました。新地の近くまで来ると、スギの大木の上の

方で、アオゲラが時々「ビョー」と鳴きながらドラミングをしているのが間こえてき

ました。もちろん姿は見えませんでした。しばらくそこにいると、「キョッ、キョッ」

と鳴きながらもう1羽、別のキツツキが来ました。ドラミングが聞こえてくる木の隣

の木に一皮止まり、その時にちらっと姿が見えました。アオゲラでしたが、高いとこ

ろでで頭は見えず、オスやメスかははっきりしませんでした。そのキツツキはドラミ

ングが聞こえてくる木に移ったようでした。その後どうなったのでしょうか。

新地にはカイツブリが1つがいいました。

家を出てきた時はいい天気だったのに、突然雨が降ってき

たので急いで帰りました。帰り、自転車に乗っていると手が

冷たかったので一度止まると、ちょうど近くの枝にアオゲラ

が飛んできて止まりました。メスでした。またすぐに飛んで

いってしまいました。

見た鳥はキジハト、アオゲラ、コゲラ、セグロセキレイ、
ヒヨドリ、シロバラ、ウグイス、エナガ、ヒガラ、ヤマガラ、

シジュウカラ、メジロ、アオジ、クロジ、カワラヒワ、イカル、カケス、ハシブトガ

ラスです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前田健）

地獄谷新地　（柳生街道）

4月14日、私たち教育大字前田研究室の3人は先生と「地獄谷新地投網で魚を捕ろ

うツアー」に出かけました。私こと上岡岳は先日投網を覚えたばかりではあるのです

が、密かに腕には自信をもっておりました。

車に揺られること30分、我われは新地に到着しました。ヒキガエルのオタマジャク

シとウシガエルの越冬オクマジャクシ（この種はオタマジャクシの期間が長く、カエ

ルになるのに2年かかる）およびカイツブリがいました。しかし、かんじんの魚がい

ない（見えない）のでありました。

それでもめげずに投網を打ったのですが、師の前では極度の緊張のため全く網が広

がらないのです。10回近く打ってようやく3回程まともにいったのですが、捕れるの

はウシガヱルのオタマジャクシばかり、きっと魚たちは私に恐れをなして逃げたので

はと思われます。

ともかく、魚影を見たという確かなスジの目撃談から何か魚がいることは間違いな

いのですが、いきなり生息する魚の名前がわかってもおもしろくないので、この日は

このまま帰りました。

なお、池の堤防上でシカとイノシシの足跡を見ました。
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（上岡岳）



誓多林、男夏山

4月14日、地獄谷新地からの帰りに、上誓多林のあのミズカマキリの池（自然情報

第3号）や田、および須山の／N日で水生昆虫や魚を探しました。

上誓多林の池では昨年と同じようにミズカマキリが相変わらず多かったです。他に

ヒメゲンゴロウ、ヨコエビ、オオヤマトンボの幼虫、ツチガエル、ツチガエルの越冬

オタマジャクシと思われるオタマを見ました。そばの田んぼにはガムシとヒメゲンゴ

ロウがいました。

須山の小川にはタロゲンゴロウ、ドンコ、タモロコ、ドジョウがいました。昨年夏

から秋にかけてあれほどいたメダカが1匹も見つかりませんでした。（前田書四雄）

水」二池付近の′島　（63）

4月14日　朝

13日の畳に、近鉄の電車の中から平城宮跡に1羽のシラサギのような烏がいるのが

見えました。なんとなく小さめに見え、普通コサギやタイサギが下りないような芝生

のところにいたので、アマサギが来たのかもしれないと思い、この日（14日）は平城

宮跡に行ってみました。アマサギどころか他のサギもいませんでした。もういなくな

ってしまったのかもしれませんが、よく考えてみると何か白い物との見間違いかもし

れません。

アオジが木をどに止まって盛んに飛び回っていました。さえずっているのもいまし

た。1続く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前田健）

セイタカシギ（井戸野砲）
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